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論文内容の要旨 

 

 本研究は、リサイクルのために脱墨や漂白をしている再生紙の色彩に注目し、再生紙にどの程

度の色みが残っていても消費者は使用するのかという色彩許容の客観的評価方法の確立を目的と

して、視感評価実験や意識調査の結果を踏まえ、再生紙に対する色彩許容を考察し、その数量化

を行っている。 

 申請論文は８章から構成されており、以下に各章の概要を示す。 

 第１章では、研究の背景、目的、概要、論文の構成について述べている。 

 第２章では、本研究で対象とする再生紙を取り巻く状況、本研究に関連する先行研究、ならび

に、色彩計測の手法について述べている。 

 第３章では、色彩許容度の数量化に関して詳しく述べている。具体的には、印刷用紙とノート

を前提として、紙製品の使用と購入の際にどの程度の色みが残っていても許容するのかを調べる

視感評価実験を行い、再生紙の方が非再生紙より色みが付いても許容すること、また、従来から

白さの評価に使用されている白色度式では色彩許容の評価に使用できないことを見出している。

そして、視感評価実験で得られた結果に基づき、紙製品の色に対する色彩許容度を数量化し、８

種類の仮定条件に対して、それらの色彩許容度を紙の測色値から予測できる式の導出を行ってい

る。 

 第４章では、色彩許容度予測の可能性に関して詳しく述べている。第３章で提案した色彩許容

度予測式の妥当性の確認をするため、異なる被験者を対象に、先の視感評価実験とは異なる条件

で視感評価実験を行い、視感評価で得られた色彩許容度と予測式を用いて求めた予測値との間に

高い相関があることを確認し、色彩許容予測式が妥当であることを検証している。そして、色彩

許容は青みがかった色彩に厳しい判断がされることなど、色彩許容の特性を考察し新たな知見を

得ている。また、白紙としての認識が再生紙に対する色彩許容とどのように異なるのかを知るた

めに、実験結果から白紙としての認識と色彩許容度との関連性を調べ、白さと色彩許容との違い

は何かについて考察している。その中で、白紙としての認識が 50%程度の色であっても再生紙の

色彩許容度は 90%程度もあり、印刷用再生紙に対しての消費者の意識は白紙の認識度が低い色、

すなわち、多少明度が低い色や、多少色味がある色であっても使用可能と判断されることを見出

している。 
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第５章では、知覚的白さに関して述べている。色相が知覚的白さにどのように影響を与えてい

るかを知るために、無彩色の基準スケールと有彩色の色サンプルの白さを比較する視感評価実験

を行い、知覚的白さの程度は同じ白からの距離 ΔE*ab 値が同じであれば、無彩色が有彩色より白

く知覚されることを見出している。 

 第６章では、色彩許容度に及ぼす心理的な要因について述べている。具体的には、現在の消費

者の環境意識と、その環境意識が再生紙の紙色品質に対する許容に影響を与えているかについて

調査を行い、消費者の環境意識や関心の程度、また消費者のライフスタイルについて考察し、色

彩許容度との関連性について分析している。その結果、環境問題に対する調査対象者全体の平均

的な意識は、色彩許容度と特別な関連がないことを確認している。 

 第７章では、第６章で考察した色彩許容度に及ぼす心理的な要因についてより詳しく調べ考察

している。具体的には、消費者の環境配慮の度合い、価値観、ライフスタイルについて、調査対

象者の特性別に区分できる調査を行い、調査結果によって、調査対象者の環境配慮度合いを５種

のセグメントに分類し、また、セグメントごとに視感評価実験で得られた色彩許容程度に影響を

与えているかを検討している。その結果、環境配慮の度合いが高いセグメントでは、再生紙と意

識するかどうかによって大きく許容の程度が変わることを確認し、また、環境配慮の度合いが低

いセグメントでは、色彩許容の範囲が狭く、再生紙と意識するかどうかによって色彩許容の差が

小さいことを確認し、環境配慮の度合いが色彩許容の程度に影響を与えることを見出している。 

 第８章では、研究全体の総括を述べている。 

 

 

論文審査の結果の要旨 

 

 本研究は、リサイクルのために脱墨や漂白をしている再生紙の色彩に注目し、再生紙にどの程

度の色みが残っていても消費者は使用するのかという色彩許容の客観的評価方法の確立を目的と

して、視感評価実験や意識調査の結果を踏まえ、再生紙に対する色彩許容を考察し、その数量化

を行っている。 

申請者は、紙製品の使用と購入の際にどの程度の色みが付いていても許容するのかについて、

再生紙と非再生紙、ならびに、印刷用紙とノートを前提として、その色彩許容の程度を調べる視

感評価実験を行い、再生紙の方が非再生紙より色みが付いても許容すること、また、従来から白

さの評価に使用されている白色度式では色彩許容の評価に使用できないことを見出している。そ

して、視感評価実験で得られた結果に基づき、紙製品の色に対する色彩許容度を数量化し、その

色彩許容度を紙の測色値から予測できる式の導出を行っている。また、異なる被験者を対象に実

験条件を変えて視感評価実験を行い、その視感評価実験で得られた色彩許容度と予測式を用いて

求めた予測値との間に高い相関があることを確認し、色彩許容予測式が妥当であることを検証し

ている。そしてまた、数量化と検証の過程で、色彩許容の特性や白さの認識との違いについて考

察し、新たな知見を得ている。さらに、色彩許容度に及ぼす心理的な要因について調査も行い、

環境配慮の度合いによって被験者を５つのグループに分け、環境配慮の度合いが高い被験者グル

ープは再生紙と意識するかどうかによって大きく許容の程度が変わること、環境配慮の度合いが

低い被験者グループは色彩許容の範囲が狭く再生紙と意識するかどうかによって色彩許容の差が

小さいことを確認し、環境配慮の度合いが色彩許容の程度に影響を与えることも見出している。 
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 以上の研究成果は、再生紙に対する色彩許容の数量化の可能性を見出し、実際に数量化を行っ

たことは、使う人の立場に立った新たな試みとして評価できる。そしてまた、産業界において評

価技術の重要性が注目される中で、本研究で導いた色彩許容度予測式を用いる計測評価システム

は、有用な評価方法になる可能性が推測される。 

本論文の内容は、申請者を筆頭著者として採択された学会誌の査読論文２編、ならびに、審査

制度のある学術会議での論文３編を基礎としている。 
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